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生活圏域と受診・相談の傾向 
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佐世保へ 
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福岡市へ    

・拠点病院が僅か４か所のみ 
・生活圏が隣県に食い込んでいる 



当館相談支援センターの概要 
• 許可病床数          

453床（感染症病床：6床・ 
     一般病床：447床） 

 
• 平均外来患者数         

約700人/日  
     （Ｈ24･10月現在） 

 
• 平均在院日数          

約13.3日（Ｈ24･10月現在）  
                      
• 相談支援センター15名  
   センター長１名         
   地域医療連携係７名 
     看護師３名 事務４名                                           
    医療相談係７名 
        ＭＳＷ５名・ 
                事務補助２名 
        (H24.11月1日現在） 

• 地域がん診療連携拠点病院 

• 救命救急センター 

• 地域医療支援病院 

• 基幹災害拠点病院 

• エイズ拠点病院 

• 開放型病院 

• 臓器提供病院 

• 臨床研修指定病院 

• 関連教育病院 



当館のがん診療の組織体制図 

館長（相談支援センター長） 

がん診療部長 

（がん診療委員会） 

化学療法委員会       
レジメン登録委員会          
（事務局相談支援セ

ンターMSW) 

キャンサーボード 
がん登録 

委員会 

緩和ケア病棟運営
委員会・緩和ケア
チーム（メンバー

MSW) 

相談支援      
センター    

各部署に 

相談ニーズが 

反映手できる 

体制へ 



当館相談支援センターの5年間の実績 

H19 
年度 

H20 
年度 

H21 
年度 

H22 
年度 

H23 
年度 

がん相談 432 808 1106 1992 2270 

医療相談全体 2174 3149 4843 7406 7118 

平成２１年度は社会福祉士が３名に増員 

平成２３年度はがん相談は増加 

平成２３年度は社会福祉士が５名に増員 



当館相談支援センターの5年間の実績 

放り出すのか？拠点
病院に入院したい 

老老介護・病病介護 

２０２５年問
題に直面 



症例検討会のテーマ・参加業種・職種 
  症例検討会のテーマ 

H21 症例検討 ～化学療法から緩和ケアへ～ 

  症例検討 ～緩和ケア病棟から在宅へ～ 

  行政からの連携依頼 在宅→外科→在宅緩和ケア 

  中皮腫患者の緩和ケア～介護支援と制度を学ぶ～ 

  在宅支援の定着と地域連携を考える 

  中皮腫患者の緩和ケア～介護支援と制度を学ぶ～ 

  夫婦単位で遠隔地親族の地域連携を考える 

  脳浮腫の在宅支援と住環境整備                                                                          

Ｈ２２ 地域がん連携ネットワーク研修会～介護保険を学ぶ～ 

  館外症例：訪問診療、行政と福祉の連携を考える 

  直腸がん：自宅での看取り希望を叶える                                                                     

  肝細胞がん各段階における悲嘆のケアを含むネットワーク支援を考える 

  他県からの紹介症例 活用できる医療資源をどう探すか 

  肝細胞がん 各段階における悲嘆のケアを含むネットワーク支援を考える 

Ｈ２３ 佐賀中部圏域の在宅ネット設立と患者・家族の視点から見た在宅支援 

  がん患者遺族の声より佐賀の緩和ケア、住宅を考える 

  緩和ケアにおける症例検討会 

  ～ターミナル期の口腔ケアを含んだ在宅支援を考える～ 

  排泄ケアを支える ～地域ネットワーク～ 

H24 在宅医療麻薬管理 「もうひとつの我が家で、最期までその人らしく」 

  「化学療法中の患者を食事から支えるために」 

  
「在宅＞入院＞在宅移行するがん患者のチーム医療                                                                                                                                                      

～入院時情報提供書というツールの活用で見えてくるもの～」  
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症例検討会参加業種別
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緩和ケア症例検討会 



有床診療所・訪問診療・訪問看護・居宅介護支援事業所連絡会 

在宅支援に向けての退院前カンファレンス 



患者のニーズに応えた場面での周知      

 

腫瘍内科部長・がん診療部長・医師・化学療法認
定看護師・看護師・かつら関係事業者・ 

化学療法患者会 



患者の担当居宅
介護支援事業所 

事業所内職員 

職員の家族 

利用者提案 

関連事業所（訪
問看護 

訪問診療 

Dr.間の連携 

訪問看護ステー
ションへ提案 

患者の家族へ 
提案 

患者 

患者の家族 

親戚を紹介 

勤務先で話した 

隣近所 家族へ伝える 

相談支援センター周知のイメージ： 
相談者へのアセスメントより 



 

☆☆継続は力・九州の相談支援センターはファミリー☆☆ 
   今後ともご指導頂きますよう、お願い申し上げます 

来年度開設予定の新病院 


